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10製ぺ黛噸偏題
　謹「ジ　行事予定表

零
、

》
，

私たちのネ寸の
　　）内は前月比

■人ロ男3，445（一1）
　　女3，414（一8）
　　計6，859（一9）
■世帯数P1，637（＋2）

6月11日～7月10日
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◇4テ夢老定表

11休）
16ミリ映写機操作認定講習会（総合センター19：00～
21：00）

唱
‘
う
弓
彰
多
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

12㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00－16：00
相談員　根津敬）
親子映写会（総合センター19：00ゑ20：00）

⑭（日）
休日救急医（津南病院a65－3161）

15（月）
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

16（殉
日本脳炎（右参照）

19㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00－16：00
相談員　根津敬）
移動図書館（倉俣、芋川　12：00～13：00）

㊨（日）
休日救急医（庭野医院魯52－2711）
親子自然観察教室（探鳥会　七ツ釜、総合センター
5：00集合　対象・田沢小4～6年）

22（月）
肺ガン検診（右参照）

移動図書館（重地、下山、田代　12：00～13；30）

日本脳炎（右参照）

23（火） 麻しん（はしか）予防接種（右参照）

24㈱

25（木）
高齢者講座（10100～タラブ活動、14100～倉俣小児童
との交流会・対象倉俣地区老人クラプ〉

26㈹
　母親学級、妊婦検診（右参照）

　心配ごと行政相談日（老人福祉センター13100～16：00
相談員　樋口永蔵、山田正平）

⑳（日）
休日救急医（中条病院a57－3018）

30（幻
産後検診（右参照）

3働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16100
相談員　樋［］永蔵）

⑤（日）
休日救急医（上村病院君63－2111）

6（月）
交通事故移勤相談所（十日町市役所10：00～15：00）

10㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16100
相談員　藤田義一）

交通安全家庭の日
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真
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中
戦
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始
ま
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送
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た
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縄
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を
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資
金
を
稼
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ま
し
た
．
ま
た
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新
屋
敷
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落
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留
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た
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作
業
の
協
同
作
業
と
共
同
炊
事
を
行
　
瘍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
た
。
こ
の
　
蝋
諦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
女
衆
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
　
“
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
イ
ヤ
ー
」
と
気
合
を
入
れ
な
が
ら
竹
　
“
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訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
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が
鳴
る
と
一
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に
明
り
を
消
し
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中
で
震
え
て
い
ま
し
た
。
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■ツベルクリン反応及びB　C　G（再ツ反者）

　6月15日／14：00～15：00／上村病院／再ツ反者

ロ日本脳炎予防接種（超嘉欝：ま1二lll：雛

　6月16日／14：00～15：00／保健センター／初回接種者の

　　　　2回目・未接種者
　6月22日／14：00～15：00／保健センター／未接種者

8麻しん（はしか）予防接種（S59．12．1～。S60．11．30生）

　6月23日／14：0Q～14：30／上村病院／芋沢・田沢、如来寺

　　　　東田沢・豊里・桂・小原・干溝
　6月24日／14：00～14：30／上村病院／高道山地区・清津峡

　　　　地区
　6月25日／14100～14：30／上村病院／倉俣地区・貝野地区

　6月26日／14：00～14：30／上村病院／田中・上山・山崎・

　　　　荒屋・通り山・芋川新田
■母親学級

6月26日／12：45～13：00／上村病院／妊娠中の保健

■妊娠検診

6月26日／13130～14：00／上村病院

■産後検診（S62．1．1～S62．4．30の間に出産した人）

6月30日／13：00～14：00／保健センター

■肺ガン検診

6月22日／9：30～12：00／保健センター一／村内全域

　
　
編
集
後
記

　
役
場
の
自
主
研
チ
ー
ム
8
4
の

過
疎
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

昭
和
七
十
五
年
の
人
口
は
、
五

千
七
百
十
九
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
中
で
興

味
深
い
の
は
、
二
十
歳
～
三
十

九
歳
の
女
性
の
数
と
O
歳
～
四

歳
の
数
が
ほ
ぽ
平
行
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
嫁
不
足
、
若
い
女

性
が
少
な
い
当
村
に
と
っ
て
は

由
し
き
問
題
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
村
民
研
修
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
村
の
活
性
化
を
考
え
、
行

動
に
移
し
た
い
も
の
で
す
。

蓼
紙

　
五
月
三
十
一
日
、
す
ば
ら
し

い
晴
天
の
下
で
田
沢
小
学
校
の

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
闘
志
が

ぷ
つ
か
り
合
う
騎
馬
戦
は
、
他

の
種
目
に
な
い
迫
力
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ー
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、
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あ
な
た

　
　
　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
　
　
、
、
！

8
例
紹
介

に立った若者を育成しようというも

のです。この要綱では、同町に住む

20歳～44歳の社会人で5人以上のグ

ループが対象となっています。補助

は、研修旅費など経費の50％以内で

1人10万円を限度としています。

圖
、
囚
回

　
大
分
県
の
一
村
一
品
運
動
に

端
を
発
し
た
「
地
域
お
こ
し
」

が
、
全
国
津
々
浦
々
ま
で
浸
透

し
、
各
地
で
特
産
品
づ
く
り
や

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
焼
酎
、

漬
物
、
み
そ
づ
く
り
は
「
三
種

の
神
器
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
各

地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

澄
ん
だ
空
気
、
き
れ
い
な
水
、

そ
れ
に
緑
と
太
陽
を
売
り
物
に

田
舎
と
都
市
の
交
流
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
知
識
を

カ
あ
る

　
　
　
　
　
　
知
識
の
高
ま
り
が

　南魚湯沢町では4月1日から「町

民海外研修制度」を実施していまする

同町では若い世代総参加の町づくり

を進めています。この制度のねらい

は、国際交流を通じ他国の文化に理

解を深めるとともに、国際的な視野

です。研修者は、全国各地のユニ

ークな町づくりや先進市町村を視

察研修し、その結果を町に報告し

ています。補助は研修に要する実

費程度となっています。

※（イノベーター）＝革新者

圃
圃
回

　隣の津南町では、昭和59年度か

ら「町づく「）イノベーター研修事

業」を実施しています。この事業

の目的は、地域のリーダーや町民

自らが町づくり意識を持ち、広い

見識と行動力を養ってもらうこと

　
　
　
村
の
活
性
化
へ

　
寄
り
合
い
や
酒
の
席
で
は
、

よ
く
村
に
対
す
る
不
満
や
要
望

が
で
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
多

く
が
話
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
現
状
で
す
。
み
な
さ
ん

の
話
し
や
提
案
を
更
に
研
究
し

て
村
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
祖
先
か
ら

こ
の
美
し
い
郷
土
を
受
け
継
ぎ

更
に
後
生
に
引
き
継
ぐ
責
任
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め

こ
ま
、
現
状
を
打
破
し
、
よ
り

よ
い
村
に
改
革
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
村
政
施
行
三
十

周
年
記
念
村
づ
く
り
討
論
会
の

際
講
師
と
し
て
来
ら
れ
た
栃
木

県
茂
木
町
の
大
久
保
さ
ん
は
、

「
村
づ
く
り
は
、
気
づ
い
た
と

き
か
ら
気
づ
い
た
人
た
ち
で
ま

ず
、
始
め
る
こ
と
が
大
切
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
村
づ
く
り
と

い
っ
て
も
難
か
し
く
考
え
る
の

で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
仕
事

を
通
し
た
中
で
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば

旅
館
や
商
店
の
人
た
ち

は
、
ど
う
す
れ
ば
お
客

が
増
え
る
か
、
ど
う
す

れ
ば
物
が
売
れ
る
か
を

追
求
す
る
。
こ
う
し
た

各
分
野
ご
と
の
活
性
化

が
村
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
活
躍
す
る

　
　
村
内
の
グ
ル
ー
プ

　
村
内
で
も
特
産
品
づ
く
り
、

子
ど
も
会
育
成
、
奉
仕
活
動
、

村
お
こ
し
活
動
等
に
頑
張
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
輪
を
広

め
更
に
そ
の
活
動
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

醜一 ★
目
的

　
地
域
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ

る
人
た
ち
に
対
し
、
国
内
及
び

国
外
の
先
進
地
の
調
査
研
究
活

動
を
援
助
し
、
村
民
総
ぐ
る
み

の
村
づ
く
り
意
識
を
高
め
ま
す
。

★
対
象
者

　
村
民
及
び
村
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
人
で
、
本
事
業
に
参

加
し
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、

（
十
人
以
下
）
は
問
い
ま
せ
ん
。

★
対
象
に
な
る
活
動

　
調
査
の
目
的
は
、
村
づ
く
り

に
関
す
る
公
共
的
な
も
の
で
も

特
産
品
づ
く
り
等
の
民
間
活
動

の
い
ず
れ
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
例
〉

o
村
の
行
財
政
の
効
率
化
に
対

　
す
る
も
の

O
地
域
の
振
興
計
画
に
役
立
つ

　
も
の

O
在
宅
福
祉
な
ど
社
会
福
祉
に

　
関
す
る
も
の

o
食
生
活
の
改
善
等
、
村
民
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
も
の

O
農
業
の
将
来
を
考
え
る
活
動

かそう

　　　　＊農業振興＊
　カリフォルニア米など米の輸入問題、生産者

米価の据え置きと農業を敢りまく情勢はいよい

よ厳しい事態が現実に迫っています。こんなと

きこそ若い農業青年がカを合せて、農業の将来

を考えてほしいものです。バイオテタノロジー、

利雪と研究課題はたくさんあると思います。

蘇購事織纈畷識離・轟軸…．瀬
　　　　　　　　　　　　戸’　　．　』・・ρヤ

曳舞撰購旗

　　　　＊特産晶開発＊
　全国的な特産品開発ブームの中で生き残れる

製品を作ることはとても容易ではないことです。

それだけ調査研究活動を地道に進めなければな

りません。杓内で特産品開発に努力しているみ

なさん、また、業者のみなさんもこの事業をぜ

ひ活用してください。

　凋

o
商
業
や
工
業
の
振
興
に
結
び

　
つ
く
も
の

o
観
光
客
の
誘
客
や
祭
り
イ
ベ

　
ン
ト
の
調
査
研
究

o
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
結

　
び
つ
く
も
の

o
特
産
品
開
発
の
た
め
の
調
査

　
研
究
活
動

★
申
請

　
希
望
者
は
、
所
定
の
申
請
書

（
開
発
課
に
用
意
）
に
記
入
し

開
発
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
第
一
回
目
の
取
り

ま
と
め
は
、
七
月
十
五
日
ま
で

に
受
け
付
け
た
も
の
を
対
象
と

し
ま
す
。
申
請
額
が
予
算
額
に

満
た
な
い
場
合
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら

は
、
六
月
一
日
に
第
一
回
目
の

　
　
た
ま
な
マ
た
　
。

　
　
せ
い
み
ロ
見
い

　
　
合
て
の
。
て
さ

　
　
　
に
っ
部
か
つ
だ

　
　
れ
な
年
ん
寄
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
．

　　　　＊商工振興＊
　国道口7号線改良工事が始まり、こ

魅力ある商店街づくりが大きな課題と

す。村の商工業の明日を担う商工会青

さん、ぜひ、この制度を利用してみませ

ンチッタな街並み、若者や観光客が立

くなるような商店街づくりに役立てて

艦
．

紙

4

　　　　＊観光開発＊
　近隣市町村の中で一番自然景観に恵まれてい

るといわれる中里村。しかし、現実にはこの天与

の資源を生かしきっていません。観光産業に関

連する旅館や土産品店のみなさんがカを合せて

村の観光のあり方を研究してほしいものです。

ぜひこの研修事業をご利用ください。

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

★
補
助
の
決
定

　
申
請
に
よ
り
本
事
業
の
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
者
に

対
し
補
助
額
を
通
知
し
ま
す
。

★
補
助
の
内
容

　
毎
年
度
六
月
（
本
年
度
に
限

り
七
月
）
～
二
月
末
日
ま
で
に

実
施
し
た
視
察
調
査
に
要
し
た

経
費
の
五
〇
％
以
内
と
し
、
上

限
を
一
人
十
五
万
円
以
内
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
旅
費
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
、
中
里
村
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
般

職
を
適
用
し
ま
す
。

★
申
請
者
の
義
務

　
申
請
者
は
、
調
査
活
動
中
、

中
里
村
民
と
し
て
の
自
覚
を
も

っ
て
行
動
す
る
と
と
も
に
、
調

査
終
了
後
は
、
報
告
書
の
提
出

と
報
告
会
で
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

会の活動に生かしたい

　　　井之川和子さん
　　　　　　　　（如来寺）

　　　　わたしは，こぶ

　　　し会（食生活改善

　　　推進グルーブ）に刀1

　　　ぶし会では、近隣冴

　　　くり年4回程度研1凄

　　　しかし、食生活改き

　　　は経賛等の都合でや

　　　の度、村民研修制厘

　　　聞きとても喜んでし

　　　　　“百聞は一見にし

　　　います。ぜひ、こσ

　　　察し、会の活動に竺

し会（食生活改善1

推進グルーブ）に加入しています。こ

ぶし会では、近隣市町村と協議会をつ

くり年4回程度研修会をしています。

しかし、食生活改善の先進地への視察

は経賛等の都合でやっていません。こ

の度、村民研修制度がスタートすると

聞きとても喜んでいます。

　“百聞は一見にしかず、、といわれて

います。ぜひ、この事業で先進地を視

察し、会の活動に生かしたいと思って

います。　　　　　　　　　　　　ノ

　
　
ん
）

業
蕉

噸
陽
（

㌧た
橋

し
高

待期

の
農
会
の
で
　
。

こ
を
の
会
く
た
た
対
し
と
会
い

￥
業
会
議
多
　
　
し

は
事
議
協
が
て
ま
業
わ
た
報
と

し
修
協
　
　
　
　
い
事

た
研
年
時
意
ま
思
の
す
用
者
仲

わ
民
青
の
う
見
と

　
村
業
こ
　
　
を
だ

業青年協議会の会合のとき知りました。

この時、協議会の中でも利用したいと

いう意見が多くでました。改めて要綱

を見まして，たいへんすばらしい事業

　この事業に対して，とても期侍して

います。わたしも、農業の勉強のため

に利用したいと思います。それから、

研修者の報告会等も行われるそうです

が、仲間と誘い合って聞きたいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　ノ

』8

、

め
に
は
「
他
の
地
域
に
学
ぷ
」

と
い
う
姿
勢
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
、
北
海
道
の

池
田
町
で
は
、
ワ
イ
ン
づ
く
り

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
ブ
ド

ウ
の
栽
培
技
術
を
研
究
す
る
と

と
も
に
、
長
野
県
や
山
梨
県
の

ワ
イ
ン
先
進
地
に
職
員
を
送
り

込
み
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
世
界

に
通
じ
る
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
成

功
し
ま
し
た
。

“
学
び
”
は
手
弁
当
で

　
現
在
、
村
づ
く
り
は
人
づ
く

り
か
ら
と
各
地
で
講
演
会
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

行
政
が
主
導
し
た
講
演
会
や
視

察
研
修
か
ら
は
、
村
を
担
う
人

材
が
育
ち
に
く
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
主
体
的
に
学

ぼ
う
と
い
う
姿
勢
が
ど
う
し
て

も
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
大
分
県
の
湯
布
院
は
、
映

画
祭
や
牛
喰
絶
叫
大
会
な
ど
で

全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
若
い
旅
館
経

営
者
た
ち
が
「
こ
の
町
を
ど
う

に
か
し
な
く
て
は
」
と
手
を
組

ん
で
、
二
ヵ
月
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
を
し
て
き
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
成
功
し
て
い
る
先
進

地
を
見
ま
す
と
、
必
ず
手
弁
当

で
地
域
お
こ
し
活
動
を
広
げ
た

人
た
ち
が
い
一
ま
す
。

　
外
に
目
を

　
　
視
野
を
広
げ
よ
う

　
わ
た
し
た
ち
が
日
常
生
活
の

中
で
得
ら
れ
る
情
報
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
し
て
片
田
舎
の

当
村
の
中
で
は
、
感
動
す
る
機

会
が
少
な
い
現
実
で
す
。

　
人
間
だ
れ
し
も
人
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
と
い
う
心
を
も
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
っ
た

こ
と
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

村
民
研
修
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を

契
機
に
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
づ
く
り
の
炎
を
燃
や
し
ま

し
よ
う
Q

　
大
い
に
活
用
を

　
　
　
村
民
研
修
事
業

　
上
記
の
要
綱
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
調
査
目
的
は
、
民
間
活
動

で
も
公
共
活
動
で
も
結
構
で
す
。

　
み
ん
な
で
自
分
の
仕
事
の
発

展
、
更
に
村
づ
く
り
へ
の
課
題

等
に
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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§
、

壇
域
づ
く
り
奄
先
導
ず
る
グ
ル
一
7

中
里
ク
一
フ
ブ

　
昭
和
五
十
七
年
夏
、
　
「
村
に

活
気
を
取
り
戻
し
た
い
」
と
の

発
想
か
ら
、
村
内
若
者
有
志
で

浅
草
の
三
社
み
こ
し
を
村
に
呼

ぴ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
　
「
村
づ

■く

り
に
燃
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
し
た
く
な
い
」
と
、
名
称
を

変
更
し
「
中
里
タ
ラ
ブ
」
を
作

り
ま
し
た
。
活
動
は
、
錦
糸
町

の
カ
ッ
パ
祭
り
、
朝
市
へ
の
参

加
や
村
内
の
催
し
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
で
活
動
し
て
い
る
会

員
は
十
五
名
程
度
で
す
が
、
機

動
力
に
も
満
ち
て
い
ま
す
。
主

旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
若

者
や
女
性
の
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
会
長
　
樋
口
義
二
（
干
溝
）

げ
る
た
め
に
目
黒
区
五
本
木
子

ど
も
会
と
の
交
流
等
、
新
し
い

体
験
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
四
年
か
ら
六
年
生
を
対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
　
「
オ
レ

は
中
里
村
が
好
き
だ
！
」
　
「
オ

レ
は
中
里
村
に
住
み
た
い
！
」

そ
ん
な
子
ど
も
た
・
ち
が
育
つ
こ

と
を
夢
み
て
い
ま
す
。
来
春
に

は
ま
た
東
京
の
仲
問
が
や
っ
て

来
ま
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て

今
年
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
に

励
み
た
い
。

　
代
表
　
貝
沢
洋
次
（
山
崎
）

聴
、
村
内
外
他
団
体
と
の
交
流
、

独
身
男
女
交
流
等
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
　
会
長
　
山
本
信
宏
（
桂
）

妻

有

会

農
業
青
年
協
議
会

　
農
業
青
年
協
議
会
は
、
昨
年

の
七
月
に
会
員
六
十
二
名
で
結

成
し
た
若
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

会
員
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り

な
が
ら
、
青
年
の
清
新
な
気
迫

と
旺
盛
な
実
行
力
を
結
集
し
、

農
業
及
び
地
域
社
会
の
諸
間
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
の
活
動
は
、
農
業
青
年

の
集
い
（
野
本
郁
太
郎
氏
を
講

師
）
と
農
業
委
員
会
と
の
懇
談

会
等
で
す
。
今
年
は
、
会
貝
相

互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
農
業

青
年
の
つ
ど
い
、
村
議
会
の
傍

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル

”
国
づ
く
り
村
づ
く
り
は
人
づ

く
り
か
ら
”
そ
ん
な
思
い
を
こ

め
て
始
め
た
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
タ

ル
も
早
や
十
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
子
ど
も
ら
し
く
思
い
き
り

遊
ぷ
子
ど
も
た
ち
。
視
野
を
広

　
わ
た
し
た
ち
妻
有
会
は
、
農

業
後
継
者
の
集
ま
り
で
す
。
現

在
、
会
員
は
五
名
で
す
。
昨
年

ま
で
は
十
名
い
た
の
で
す
が
、

年
齢
等
種
々
の
事
情
で
五
名
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

十
日
町
、
中
魚
沼
の
四
H
タ
ラ

ブ
（
農
業
後
継
者
の
会
）
と
の

交
流
や
、
経
営
実
績
の
発
表
会

な
ど
、
様
々
な
農
業
問
題
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
農
業
青
年
の

つ
ど
い
が
、
新
潟
県
で
行
わ
れ

全
国
各
地
に
友
人
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
ま
す
ま
す

ガ
ン
バ
リ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

会
長
　
高
橋
陽
一
（
倉
俣
）

会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
奉
仕
活
動
を
始

め
て
か
ら
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。

最
初
は
、
会
員
も
小
人
数
で
淋

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で

は
十
五
名
に
増
え
自
主
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
せ
多
忙
な
主
婦
の
集
ま

り
で
す
か
ら
、
無
理
の
な
い
計

画
を
立
て
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
永
続
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
行
動
範
囲
を
一
歩
進

め
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組

織
化
を
し
た
い
と
、
み
ん
な
で

一
生
懸
命
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
代
表
　
山
本
ケ
ン
（
桂
）

き
～

で
料
理
講
習
も
担
当
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
　
「
塩
分
を
減
ら

す
運
動
、
乳
製
品
の
普
及
運
動

緑
の
野
菜
を
食
べ
る
運
動
」
を

重
点
目
標
に
、
料
理
講
習
会
を

行
う
計
画
で
す
。

　
会
長
渡
辺
房
江
（
高
道
山
）

4霧

／繍㌦
翼

討
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
　
村
山
詔
平
（
宮
中
）

4

役
場
自
主
研
チ
ー
ム
84

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

こ
　
ぶ
　
し
　
△
雪

五

月

△
冨

五
月
会
は
、
社
会
福
祉
協
議

　
こ
ぶ
し
会
は
、
栄
養
教
室
修

了
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
気

軽
に
入
会
で
き
ま
す
。
会
員
は

現
在
五
十
六
名
で
す
。

「
わ
た
し
た
ち
の
健
康
は
わ
た

し
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉
に

村
民
健
康
検
診
、
乳
幼
児
検
診
、

料
理
講
習
会
な
ど
の
際
手
伝
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
大

き
な
推
進
事
業
で
あ
り
ま
し
た

婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
中

　
今
や
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ

各
地
で
村
お
こ
し
や
地
域
の
活

性
化
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
自

治
体
間
の
格
差
が
生
ず
る
と
い

わ
れ
、
自
治
体
に
働
く
職
員
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
2
0

は
、
役
場
職
員
同
士
が
担
当
部

署
を
離
れ
て
、
村
の
将
来
を
語

り
合
う
と
と
も
に
勉
強
を
し
、

個
々
の
仕
事
の
中
に
生
か
そ
う

と
い
う
こ
と
で
昨
年
の
十
一
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
職

員
の
自
由
参
加
と
い
う
方
針
で
、

月
一
回
の
定
例
会
に
講
演
会
や

　
わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
！
プ
は

村
の
自
主
研
要
綱
に
よ
り
「
孫

子
に
誇
れ
る
村
づ
く
り
」
を
合

言
葉
に
さ
さ
や
か
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
会
員
は
、
現
在
七

人
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
保
育

園
と
の
交
流
の
た
め
女
性
の
賛

助
会
員
が
一
人
い
ま
す
。

活
動
は
、
毎
週
月
曜
日
の
定
例

会
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
主
な
活
動
と
し
ま
し

て
は
、
特
産
物
の
追
跡
調
査
、

過
疎
の
実
態
調
査
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
レ
ー
タ

タ
ホ
幼
稚
園
と
の
交
流
な
ど
で

す
。
今
年
で
発
足
四
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
村
内
の
昔
話
の

普
及
な
ど
、
更
に
充
実
し
た
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

代
表
　
鈴
木
邦
俊
（
重
地
）

受

講
生
募
集

中
里
村
社
会
教
育
短
期
大
学

　
社
会
教
育
課
で
は
、
六
月
下

旬
か
ら
「
社
会
教
育
短
期
大
学
」

を
開
校
し
ま
す
。
こ
の
短
期
大

学
は
、
社
会
教
育
課
の
メ
イ
ン

事
業
の
一
つ
で
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
り
ゆ
く
社
会
環
境
に
対
処

し
、
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
教
養
を
高
め
活
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
生
活
を
求
め
る
こ
と

を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　
こ
の
短
期
大
学
で
は
、
月
一

回
程
度
の
割
合
で
六
回
講
座
を

開
き
ま
す
。
受
講
生
は
、
年
齢

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
四
十

名
に
な
り
次
第
〆
切
ら
せ
て
い

り餓　　リワ9りりリワリリ9ワリリ
ワ　　　　　　　　　　　　　リ
ワ　　　　　’ 」　・　　リ
ワ　　　　　　　　　　　　　リ
ワ　　　　　　　　　　　　　9
ワ　　　　　　　　　　　　　リ

呂参加して何かを3

1伝言抜1
ワ　　　　　　　　　　　、　リ
ワ　　　公民館かり9
ワ　　　　　　　　　　　　　9
ワワワワ曽ワワワワワq）ワワリリワワ

た
だ
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

o
余
暇
時
間
の
使
い
方
と
生
き

　
が
い

o
日
本
経
済
と
当
面
の
時
事
問

　
題

o
家
庭
と
健
康
（
健
康
と
婦
人

　
の
役
割
）

O
村
の
歴
史
を
聞
こ
う

O
短
大
生
に
よ
る
村
の
身
近
な

討
論
△
云

o
短
大
生
に
よ
る
事
業
計
画
、

実
行
、
反
省

　
ま
た
、
時
間
は
夕
方
七
時
か

ら
九
時
の
予
定
で
す
。

★
受
講
生
申
込
〆
切
日

　
⊥
ハ
月
一
一
十
日

★
申
込
先

　
社
会
教
育
課
（
総
合
セ
ン
タ

　
！
内
含
六
三
ー
二
四
九
三
）

　
な
お
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で

　
す
。

　　参加しましょう
★親子自然観察会

◎テーマ探鳥会
◎日　　時　6月21日（日）午前5時00分

◎集合場所　中里村総合センター前

◎目的地七ツ釜
◎対象者　田沢小4～6年生

★移動図書館

（　日時　6月19日㈹　12時～13時

場所　倉俣、芋川

（　日時　6月22日（月）12時～13時30分

場所　重地、下山、田代

★高齢者講座

◎テーマ　倉俣小児童との交流会

◎日時6月25日休）
　午前10時～（タラブ活動）、午後2時～（交流会）

◎場所午前老人センター
　　　午後　倉俣小学校

学
ぽ
う
村
の
歴
史

　
　
　
　
村
史
特
別
講
座
開
催

　
村
史
編
さ
ん
係
で
は
、
村
史

資
料
編
下
巻
の
発
刊
に
伴
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
象

　
　
　
　
　
　
㌔
嶋
’

」
、

◎
　
軽
、

’

、
哉

ヂ≧

探綴漁目撚腱親麗
㌦

村
史
特
別
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
近
世
を
主
体
と
し

　
　
　
　
お
き
て

五
人
組
の
掟
、
天
保
の
改
革
、

出
雲
崎
代
官
所
か
ら
の
達
し
状

村
の
し
く
み
、
元
録
十
六
年
の

田
沢
村
宗
門
帳
、
戌
辰
戦
争
時

の
中
里
村
、
明
治
期
の
村
政
、

戸
籍
編
成
な
ど
、
中
里
村
が
た

ど
っ
て
き
た
歴
史
を
二
回
に
分

け
て
紹
介
し
ま
す
。
講
師
に
は

資
料
編
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い

た
須
藤
重
夫
先
生
を
迎
え
分
か

り
や
す
い
講
座
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　竸

腿
午
講
～

★
場
所

　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
i

昔
の
写
真
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
村
史
編
さ
ん
係

　
村
史
編
さ
ん
係
で
は
、
村
史

通
史
編
に
使
用
す
る
昔
の
写
真

を
探
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の

方
は
、
村
史
編
さ
ん
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
清
津

　
　
　
　
　
　
　
お
さ

橋
の
古
い
写
真
、
筏
橋
、
滝
の

渡
し
場
の
写
真
、
国
道
二
七

号
線
に
お
け
る
ス
ナ
ッ
プ
等
、

と
に
か
く
め
ず
ら
し
い
写
真
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ロ
ロ
ロ
ド
ロ
　
コ
コ
ロ
ロ
ペ
ロ
　
　
ロ
　
ロ

一
　
、
『
・
　
　
　
第
三
十
五
回
新

譲
耀
雛
馨

一
醗
　
、
p
騰
　
去
る
六
月
七
日
、

蒸
，
　
中
里
村
を
会
場
に

嚢
薦
．
㎝
行
藝
継

壽薦当

村
を
は
じ
め
津

一
難
　
　
購
　
南
町
、
川
西
町
か

懸粥灘人が

集
ま
り
熱
戦

嚢
勲
糠
り
広
げ
ま
し

轟
薄
中
里
中
学
校
で

轟錯鴛

捜
鯵

コー
三
町
村
と
も
実
力
が
迫
仲
し
て

一
い
る
た
め
、
手
に
汗
を
握
る
試

一
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

1一
　
残
念
な
が
ら
当
村
か
ら
は
、

1一一一1一一一一騒目一一一騨臼爾閣一閣一一騨一一－一－■一繭

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
卓
球

の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
成
　
績

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
一
位
　
中
里
村

　
二
位
　
川
西
町

暑さに負けない好プレーが

　
三
位
　
津
南
町

◎
野
球

　
一
位
　
川
西
町

　
二
位
　
津
南
町

　
三
位
　
中
里
村

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
〈
男
子
〉

　
一
位
　
津
南
町

　
一
一
位
　
中
里
村

　
三
位
　
川
西
町

　
〈
女
子
〉

　
一
位
　
津
南
町

　
一
一
位
　
中
里
村

　
三
位
　
川
西
町

　
※
中
里
村
が
参
加
し
た
種
目

　
　
の
み

ボールにかける男の闘志がぶつかり合うスパイク、ブロックと好プレーの応酬
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1
へ
8
、

こ
燐
が
研
た
い
む
し
働
塗

自
分
の
歯
の
三
〇
％

　
　
総
入
歯
の
咀
鳴
能
率

　
「
歯
な
ん
て
悪
く
な
っ
た
ら

抜
い
て
し
ま
え
ば
い
い
」
こ
ん

な
考
え
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
総
入
歯
は
、
自
分
の
歯
に
比

べ
て
咀
囑
能
率
（
か
み
く
だ
く

能
力
）
が
三
〇
％
程
度
し
か
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
物

を
か
み
く
だ
く
奥
歯
一
本
が
抜

け
た
だ
け
で
、
か
む
力
が
五
〇

％
も
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
忙
が
し
さ
に

ま
ぎ
れ
て
歯
が
一
本
位
抜
け
て

も
痛
ま
な
け
れ
ば
治
療
を
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
本
抜
け
た
の
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
　
抜
け
た
歯

の
両
隣
り
の
歯
が
動
い
て
傾
き

ま
す
。
そ
し
て
、
一
年
も
す
る

と
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
で
き
、

そ
こ
に
食
ベ
カ
ス
が
溜
り
、
再

ぴ
む
し
歯
や
歯
槽
膿
漏
に
苦
し

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

カ
ス
（
歯
垢
）
の
中
に

　
　
　
生
き
物
が

　
歯
と
歯
の
ス
キ
間
な
ど
に
つ

い
て
い
る
白
い
カ
ス
（
歯
垢
）

の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物

が
い
ま
す
。
こ
の
中
に
、
む
し

歯
の
原
因
と
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
菌
が
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
が
食
物
中
の
砂
糖
を

原
料
と
し
て
水
に
溶
け
に
く
い

　　　　　　　　野菜をたくさん
　　　　　　　　　　　　食べます

　　　　　　　　　古高コトさん
　　　　　　　　　　（朴木沢新田）

　18～19歳のころ急1生歯肉炎にかかり

歯医者さんに「このままでは子どもを

／入も産めば歯がなくなるぞ、野菜を

たくさん食べなさい」と忠告されまし

た。それ以来歯医者に言われたことか

頭から離れず、朝タの歯みがきはもち

ろん、歯ぐきのマッサージにも心がけ

ました。おかげで今は一本のむし歯も

ありません。とにかく野菜はよく食べ

ます。それに2～3年に一回は、歯医

者に行つて歯石をとってもらっていま

す。一生自分の歯でいられるようこれ

からも歯の建豪に心がけたいと思います。

ネ
バ
ネ
バ
と
し
た
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
を
作
り
歯
に
附
着
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
は
更
に
増
殖
し

て
酸
を
つ
く
り
、
エ
ナ
メ
ル
質

を
溶
か
し
、
む
し
歯
を
つ
く
り

ま
す
。歯

は
健
康
の

　
　
　
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　
む
し
歯
は
、
　
．
生
活
病
”
、

“
だ
ら
し
な
さ
病
”
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
学
童
に
見
ら
れ
る
脊

柱
側
わ
ん
症
、
骨
折
、
肥
満
、

若
年
性
成
人
病
と
い
っ
た
身
的

不
健
康
、
心
身
症
、
登
校
拒
否
、

校
内
暴
力
と
い
っ
た
心
的
不
健

康
と
も
む
し
歯
が
関
係
あ
る
と

翼
齢
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
歯
科
医
師
会
学
校
の

山
田
重
樹
理
事
に
よ
り
ま
す
と

子
ど
も
の
口
の
中
を
見
た
だ
け

で
、
そ
の
子
の
家
庭
が
ど
ん
な

家
庭
か
、
あ
る
程
度
推
測
で
き

る
と
い
い
ま
す
。
歯
は
個
人
の

歴
史
を
物
語
る
と
と
も
に
、
家

庭
の
あ
り
方
ま
で
物
語
っ
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
ヵ
の
大
企
業
で

は
、
採
用
に
あ
た
っ
て
肥
満
と

む
し
歯
の
あ
る
な
し
を
重
視
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
リ
ン
ゴ
を
か
じ
る
と

　
血
が
で
ま
せ
ん
か
？

　
リ
ン
ゴ
を
か
じ
る
と
血
が
出

る
人
や
口
臭
の
あ
る
人
は
要
注

意
で
す
。
歯
槽
膿
漏
の
初
期
の

歯
肉
炎
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

歯
ぐ
き
に
炎
症
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、
目
で
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
健
康
な
歯
ぐ
き
は
、

明
る
い
ピ
ン
ク
色
で
ひ
き
し
ま

っ
て
い
て
、
指
先
き
で
押
し
て

も
硬
く
て
出
血
な
ど
は
し
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
歯
ぐ
き
に
炎
症
が

あ
り
ま
す
と
、
歯
ぐ
き
の
端
の
あ

た
り
が
赤
く
な
っ
て
い
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
歯
ぐ
き
が
腫
れ
た

り
、
時
に
は
、
歯
ぐ
き
の
先
端
が

小
豆
を
並
べ
た
よ
う
に
腫
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
歯
の
標
語
入
選
作
品

〔
優
秀
賞
〕

　
「
い
い
は
を
ま
も
れ
　
じ
ぶ
ん
で
ま
も
れ
」

　
　
　
　
　
　
〈
低
学
年
〉
清
津
峡
小
二
年
鈴
木
幸
子
さ
ん

　
「
み
ん
な
で
た
い
じ
　
な
く
そ
う
む
し
歯
」

　
　
　
　
　
　
〈
中
学
年
〉
倉
俣
小
四
年

　
「
よ
く
み
が
け
　
す
き
ま
に
カ
ス
が

　
　
　
　
　
　
〈
高
学
年
〉
田
沢
小
六
年

　
「
む
し
歯
予
防
　
言
わ
れ
る
ま
え
に

　
　
　
　
　
　
〈
中
学
生
〉
中
里
中

〔
優
良
賞
受
賞
者
氏
名
〕

　
〈
小
学
生
〉
　
古
高
之
秀
、
富
井
友
美
、

　
羽
鳥
美
里
、
阿
部
孝
幸
、

　
南
雲
勝
巳
、
保
坂
ア
ケ
ミ
、

　
〈
中
学
生
〉
　
桑
原
智
子
、
樋
口
裕
子

　
山
田
寿
一
く
ん

か
く
れ
て
る
」

　
高
木
栄
美
子
さ
ん

自
分
か
ら
」

　
鈴
木
直
美
さ
ん

　
　
　
　
高
野
直
、
吉
楽
洋
平

村
山
陽
介
、
山
本
裕
子
、
広
田
智
彦

　
南
雲
悠
子
、
藤
ノ
木
直
人

な
ぜ
起
き
る
か

　
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
の
原
因
は

口
の
中
を
不
潔
に
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
こ
の
不
潔
因
子
の
中

で
歯
垢
が
特
に
重
要
で
す
。
ま

た
、
歯
垢
に
唾
液
中
の
カ
ル
シ
ゥ

ム
が
沈
着
し
て
で
き
る
歯
石
を

放
置
す
る
と
歯
ぐ
き
に
強
い
炎

症
が
起
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

予
防
す
る
に
は

一
、
全
身
を
健
康
に
し
、
歯
や

　
口
の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と

一
一
、
咬
み
合
わ
せ
を
適
正
に
す

　
る
こ
と

三
、
口
全
体
の
清
潔
保
持
に
努

　
め
る
こ
と
（
歯
垢
の
沈
着
を

　
防
ぐ
）

四
、
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

口
の
中
を
清
潔
に

　
む
し
歯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

口
の
中
を
清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
毎
食
後
の
歯
み
が
き

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
間
食
を

し
た
と
き
も
口
を
ゆ
す
ぐ
よ
う

に
ひ
が
け
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
歯
み
が
き
も
歯
の
ス
キ
間

な
ど
を
丹
念
に
磨
く
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

（
参
考
文
献
・
ヘ
ル
シ
ス
ト
）

6

減塩で健康をつくろう

成人病を招く塩分多摂取

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
）
が
原
因

　
　
　
高
　
血
　
圧

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
村
民
健

康
検
診
で
は
、
千
四
、
百
五
十
六

人
の
受
診
者
の
内
二
百
二
人

二
四
％
）
の
人
が
高
血
圧
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
塩
の
摂
取
量
が
多
い
と
高

血
圧
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は

過
去
の
デ
ー
タ
ー
で
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食

塩
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
が
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ

る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
多
く
の
食

品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が

食
塩
中
に
最
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
た
め
食
塩
の
摂
取
量
が
問

題
に
な
っ
て
く
る
訳
で
す
。

成
人
病
を
招
く
高
血
圧

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血

液
が
、
動
脈
の
血
管
壁
に

及
ぼ
す
圧
力
を
血
圧
と
い

い
ま
す
。
高
血
圧
が
長
く

続
き
ま
す
と
、
脳
、
心
臓

な
ど
に
重
大
な
負
担
を
か

け
、
つ
い
に
故
障
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

高
血
圧
は
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
を
引
き
起
す
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

始
め
よ
う
減
塩
作
戦

　
減
塩
作
戦
の
成
功
の
カ
ギ
は

家
庭
の
太
陽
で
あ
る
お
母
さ
ん

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
お
母
さ
ん
が
減

塩
の
必
要
性
を
認
識
し
、
除
々

に
家
族
の
味
覚
を
薄
味
に
慣
ら

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
理
学
的
に
は
、
一
日
一
グ

ラ
ム
程
度
の
食
塩
で
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
塩

味
は
味
覚
の
基
本
だ
け
に
、
極

，
誕
鳳葱蜜慣」

よいことはすぐ実行しよう

端
に
食
塩
摂
取
量
を
へ
ら
す
と

食
欲
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
健

康
な
人
で
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
、

血
圧
の
高
い
人
は
一
日
六
～
八

グ
ラ
ム
に
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

減
塩
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を

　
先
般
、
村
と
中
央
こ
ぶ
し
会

で
「
食
品
の
食
塩
含
有
量
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
台

所
に
は
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
。

新巻きざけ6093．5g

（塩ざけ4．9g）

r騨曜ンー／
　　　－輪h一

ポテトチップス5090．5‘

　たくあん3092．1g

酒撫
蟹

　＼、診
ラーメン6．Og

》
　　　　　　　　　減塩で健康増進・

　　　　　　　　　　中央こぶし会

　　　　　　　　　　会長渡辺房江さん

　全戸に配布ました減塩ポス9一を利用

していますか。このポスターは食品の食塩

含有量が一目でわかるように作成され．「塩

分を無理なく減らす十ヵ条」などが記載され

ています。ぜひ、台所など一番目につきや

すいところにはっておいてください。　「今

日自分はどの位い塩分をとった事になるの

かな…？」この表を参考にして食塩は一日

十ワラム以下を目標に、多様な食品で、バ

ランスを考え、家庭の味、手作りの心を大

切にし、目分の健康は自分で守るように心

がけましょう。

　
村
の
食
塩
摂
取
量

は
、
一
人
当
り
十
六

・
九
グ
ラ
ム
と
国
の

目
標
を
六
・
九
グ
ラ

ム
上
回
っ
て
い
ま
す
。

何
と
ラ
ー
メ
ン
一
杯

に
は
、
六
グ
ラ
ム
の

食
塩
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
と
に
か
く
一

目
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

穆

一
二

プ

　
村
内
で
最
も
汚
い
川
に
堀
之

川
と
山
ノ
根
川
が
あ
り
ま
す
。

年
々
水
路
の
コ
ン
タ
リ
ー
ト
化

が
進
み
、
自
然
浄
化
力
が
極
端

に
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
三
寸
流
れ
れ
ば
元
の
清
水
」

と
い
わ
れ
た
の
は
遠
い
昔
の
こ

と
で
す
。

　
堀
之
川
の
近
く
に
住
む
干
溝

の
樋
ロ
チ
ョ
ノ
さ
ん
は
「
昭
和
四

十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
こ
の
川
も

き
れ
い
で
し
た
よ
。
野
菜
を
洗

っ
た
り
洗
濯
に
使
い
ま
し
た
が

今
で
は
、
手
洗
い
水
に
も
使
え

な
い
ほ
ど
汚
れ
ま
し
た
ね
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
干
溝
の
青
年
有
志
は
、
こ
の

川
辺
り
を
少
し
で
も
き
れ
い
に

し
た
い
と
、
川
辺
り
に
ス
ズ
ラ

ン
を
植
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た

美
化
運
動
の
一
方
で
、
川
の
上

に
焼
却
炉
を
置
い
て
平
気
で
燃

え
が
ら
を
川
に
流
し
て
い
る
心

な
い
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、

残
飯
を
詰
め
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
ま

で
流
す
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ

う
い
う
人
た
ち
の
「
自
分
の
家
で

の
前
さ
え
き
れ
い
に
な
れ
ば
い

い
」
と
い
う
身
勝
手
さ
に
あ
き

れ
ま
す
。

　
干
溝
で
は
、
毎
年
春
先
き
踏

切
り
の
下
を
通
る
水
路
の
サ
イ

ホ
ン
を
掃
除
し
ま
す
。
こ
の
と

き
の
臭
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
表

現
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多

量
の
ア
キ
缶
、
ゴ
ミ
、
ヘ
ド
ロ

と
本
当
に
い
や
な
目
を
し
て
掃

除
し
て
い
ま
す
。

無
リ
ン
洗
剤
を

　
当
村
の
あ
る
川
で
は
、
今
年

ア
オ
ミ
ド
ロ
の
大
量
発
生
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
量
の

少
な
い
川
に
洗
剤
の
リ
ン
分
が

大
量
に
混
入
し
た
た
め
で
す
。

　
下
水
処
理
施
設
が
進
ん
で
い

な
い
当
村
で
は
、
あ
る
程
度
川

の
汚
れ
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
、
無
リ
ン
洗
剤
の
使
用

だ
け
で
も
・
い
が
け
た
い
も
の
で

す
。

アキ缶の散乱する堀之川

昭和62年6月／0日～広報鴫∂◎’マ7
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運転者講習会の
　　お知らせ

　今年も下記のとおり運転者講習会が

開かれます。みんなで参加し交通安全

に対す．る自覚を新たにしましょう。

伝

爆翻
窮

ね
・
方
塁
ん

し
レ
う
し
”
く

留
な
な
る
の
L

橘

／　ひ

ふ

雲
空
で
雷
ケ
き
ザ

ち
い
こ
ε
だ
い
て
ろ
’
の
ボ

』ll臓、急

　　一　　　　、

⊥
胃㍉

あ
匠
し
6
真
喫
廿

、
知
り
ε
い
ん
ぢ
け
ヒ

7
月

13日（月） 倉俣地区 倉俣生活改善センター

16日（木） 貝野地区 貝野多目的集会施設

21日（火） 清津峡地区 高道山小学校体育館

24日（斜 田沢南・北地区 中里村総合センター

（PM7：30～2時間）

交通災害見舞金額

　　　263万円に
　1日1円の掛金で加入していただい
ている、交通災害共済の61年度見舞金

支払額は、263万円にのぼりました。

　農作業中の事故や自転車での転倒事

故、また、自動車等での自損事故によ

るケガでも、1週間以上の通院があれ
ば、見舞金をもらうことができます．

　事故にあわれたときは、すぐ役場住

民課窓口に連絡してください。

東京都内への新幹線のキッブ

　　　　　役場で買えます

顧
　齢露釜｝

　吉楽克己さん
　　　　　　　（宮中・24才）

煮灘霧歌
　自分の家でやっている建設会

社で働いている。同じ年の仲間

がいないので少々不満なところ

もある。趣味はウィンドサーフ

ィン。3年前に兄からポードを

もらったのが始めたきっかけで、

休みの目はほとんど海へ行って

いる。風が強ければ強いほどお

もしろく、今すごく夢中になっ

ている。性格は物事にあまり動

じないがてれくさがり屋。理想

の女性は素直でよくしやべる人。

夢はウィンドサーフィンのイン

ストラクターをやりながら濡の

近くでのんびり過ごすこと。

　役場では、湯沢駅前に駐車場を確保

し、みなさんからご利用いただいてい

ます。今回、東京都内まで片道400円
お得なキップ（新幹線自由席5，100円）

を取り扱うことになりましたのでご利

用ください。この実績は、越後田沢駅

に属し、飯山線の実績につながります。

★取扱時間　午前8時30分～午後5時

　　　　　日曜祭日も取扱います。

警察官募集の
　　　　　ご案内

　昭和62年度新潟県男子警察官（大学

卒）を次の要領で募集しています。

★採用予定日

　昭和63年4月1日
★応募受付期間

　5月25日～7月20日
★受験資格

　昭和35年4月2日から昭和41年4月

　1日までに生まれた男子で大学（短
　期大学を除く）を卒業した人、また

　は昭和63年3月31日までに卒業する
　見込みの人。

★申し込み

　受験申し込み用紙は警察署または駐

　在所にありますのでお申出ください。

みんなで防ごう士砂災害

～6月は士砂災害防止目間～

　土砂災害（土石流、地すべり、がけ

崩れ）は一瞬のうちに尊い命や貴重な

財産を奪ってしまいます。

O雨が長く降り続くときや大雨のとき
O川の水、井戸水、湧水の量が変化し

　たり、濁り出したとき。

o土地にき裂、陥没、隆起が生じたと
　き。

　は非常に危険です。

　「危ないな」と思ったら、まず避難

をしましょう。

　日ごろから家の近くの山、がけ、川

などを点検し、いつもと違う点、おか

しな点を見つけたら、すぐに役場建設

課（費63－2511）か十日町土木（砂防）

事務所（智57－5511）へ連絡しましょう。

1目人間ドック
　受診者募集

★対象者

　国保加入者で今年度中に満41歳～満

　60歳となられる人

★費用

　個人負担分　14，500円

★実施期日

　7月下旬～8月上旬
★実施場所

　新潟県労働衛生医学協会　小出検診

　センター

★申込先

　役場保健課　国保係

★〆切日

　6月18日　ただし、先着順に受付、

　定員になりしだい〆切ます。

摺州榊軋聯一鞭榊ン＝隣跡二漸髄聯、岨徽翻”粥嚇葦照｛鰯照鱒撫鱒・；鐸鰻弱繍・漁縦

㎜

労働者生活安定資金の

　利率が下がりました

　新潟県では、昭和60年度から労働者

生活安定資金の融資制度を実施してき

ておりますが、昨年来続いている円高

不況に対する対応策及ぴ中小企業に従

事する中高年労働者対策として貸付利

率を引き下げるとともに、新たに「新

潟県中小企業従業中高年労働者生活安

定資金貸付金」制度を加え、5月20日か

ら実施しています。

★貸付種類

o中小企業従業者生活安定資金

o新潟県中小企業従業中高年労働者生

　活安定資金

o中小企業従業者災害対策資金

o離職者生活安定資金

　詳しくは役場開発課まで

人権擁護制度をご存知ですか

　昭和24年6月1日に人権擁護委員法
が施行され、国民の基本的人権を擁護

し見守る、言わば民間人による人権の

番人が誕生しました。これが人権擁護

委員制度の始まりです。

　人権は、人間が平和に生きていく上

で、最も大切な権利です。あなたもわ

たしもみんなの人権が尊重されなけれ

ばなりません。お互いに人権を守って

明るい社会をつくることが、わたした

ちの願いです。

気軽に相談を
特設人権相談所の開設

　みなさん、身の回りの問題で困って

いることがありませんか。相談の内容

は、秘密を守り絶対他人にもれること

はありませんので、お気軽に相談にお

いでください。

★日時　6月26日働午前10時～

　　　　　　　　午後3時
★場所　中里村老人福祉センター

★相談担当者

　　　法務局長岡支局職員

　　　　佐藤修治
　　　人権擁護委員

　　　　濱野孝司　斎喜正甫
　相談は無料です。

停電のお知らせ

★7月7日（帰午前9時～12時

　　　　　市之越、鷹羽の全部

　　　　　午後1時30分～4時30分
　　　　　牧畑の全部

第2、第4目曜目開館

　　　老人福祉センター

　老人福祉センター光永館は老人の健

康の増進、教養の向上、レクリェーシ

ョン活動のために作られた施設です。

　光永館には入浴施設、三つの和室、

ロビー、図書室があり一日ゆっくり過

ごしていただけます。また、機能回復

訓練機器も備えてありますので、隣近

所、友人等お誘い合せのうえぜひご利

用ください。どなたでもご利用になれ

ますので、おとしよりの利用の少ない

ときは一般の方もどうぞおいでくださ

いo

★申し込み

　利用する日の5日前までに電話でお
　申し込みください。（a63－2520）

★開館日

　毎月第2、第4日曜日
★時　問

　午前9時～午後4時30分
　（入浴は午前11時～午後4時です）

★料金
　村内老人100円　村外老人200円

　〃一般150円　　〃一般250円
　第2、第4日曜日開館以外の平日は

今までどおりですので多くのご利用を

お願いします。また一階ロビーのバス

待ち、客待ち等のご利用は日曜開館日

であっても無料です。

善意をありがとう

　次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★香典返し

　山崎　平岡シズ　1万円

　
詩
情
豊
か

　
　
　
黄
桜
の
ヰ

　
宮
中
の
え
ん
堤

い
丘
を
「
黄
桜
の

ま
す
。
こ
の
丘
に

桜
並
木
が
あ
り
、

ず
ら
し
い
黄
桜
が

　
．
）
の
丘
に
は
、

十
月
に
妻
有
短
歌

本
郁
太
郎
氏
）
が
勘

濃
川
慕
一
と
い
う

ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の

か
な
丘
に
し
た
い

ま
す
。
去
る
五
月

の
丘
桜
ま
つ
り
が

わ
れ
ま
し
た
。
こ

祭
り
の
中
で
「
黄

の
丘
」
と
題
し
た

柱
の
除
幕
式
と
黄

の
植
樹
が
行
わ
れ

し
た
。
ま
た
、
こ

祭
り
の
た
め
に
募

丘
を
詩
情
豊
　
　
　
　
こ
の
丘
の
桜
並
木
は
、
昭
和

と
考
え
て
い
　
　
二
十
一
年
秋
、
宮
中
の
藤
田
宇

九
日
、
黄
桜
　
　
　
｝
さ
ん
の
父
親
が
植
樹
し
た
も

こ
の
、
比
で
行
　
　
　
の
で
す
。
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o
村
長
賞

桜
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
鷹
の
巣
の
春
夏
秋
冬
歌
遺
し

面
．
示季

　
　
　
　
ち
ち
の
み
の
父
　
逝
き
て
六
年

桜
（
新
屋
塾
阿
部
キ
ョ
イ

ま
　
　
o
観
光
協
会
長
賞

　
　
　
春
の
雨
よ
う
や
く
や
み
ぬ
鷹
の
巣
の

の　
　
　
　
空
よ
り
晴
る
る
　
霧
を
見
て
お
り

集
♀
日
町
市
V
阿
部
コ
ト

豊
か
な
丘
に

桜
の
丘
桜
ま
つ
り

え
ん
堤
脇
き
の
小
高

黄
桜
の
丘
」
と
呼
ぴ

の
丘
に
は
、
美
し
い

あ
り
、
そ
の
中
に
め

黄
桜
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
昭
和
六
十
年

有
短
歌
会
（
会
長
野

氏
）
が
建
立
し
た
「
信

と
い
う
歌
碑
が
あ
り

し
た
短
歌
の
入
選
作
品
が
発
表

さ
れ
貝
野
詩
吟
会
の
み
な
さ
ん

が
朗
詠
し
ま
し
た
。
朗
々
と
吟

じ
ら
れ
る
入
選
作
に
心
が
打
た

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
丘
の
桜
並
木
は
、
昭
和

二
十
一
年
秋
、
宮
中
の
藤
田
宇

｝
さ
ん
の
父
親
が
植
樹
し
た
も

の
で
す
。

　
程
島
の
三
重
の
塔

　
国
道
三
五
三
号
線
か
ら
程
島

集
落
に
入
る
左
手
の
小
高
い
峰

に
石
の
三
重
の
塔
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
重
の
塔
は
、
牧
畑
の
南

　
　
　
　
ま
つ

山
城
主
を
祀
っ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
八
月
十
八
日
の
祭
り
の
日
に

は
、
白
羽
毛
集
落
か
ら
も
燈
明

を
上
げ
に
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
一
つ
目
と
二
つ
目
の
重

ね
に
は
、
丸
鏡
が
入
っ
て
い
ま

り
”
蓼

　
　
ケ

　
を
　
　
　
　
　
　
げ

“
　
　
　
f
～
御

く
め
轟

跡史

乃O
っ

0

す
。
南
山
の
城
主
牧
野
源
太
左

衛
門
の
家
紋
で
あ
る
つ
く
ば
ね

の
木
を
館
の
回
り
に
植
え
た
の

で
、
こ
の
地
区
に
は
つ
く
ば
ね

の
木
が
多
く
生
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
武
田
の
軍
勢
が
牧

野
城
を
攻
略
し
た
と
き
、
牧
野

城
で
は
、
岸
崖
に
も
ち
米
を
滝

の
よ
う
に
落
し
、
武
田
の
軍
勢

を
引
き
返
え
さ
せ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
武
田
勢
が

引
き
上
げ
た
場
所
が
、
津
南
町

の
駒
返
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
o
り
樋
口
倶
吉
（
白
羽
毛
）

伝冒掘
みなさんからの行事案内を掲載す

るコーナーです。

村民体育大会のお知らせ

　今年で11回目を迎えます村民体育大

会が7月の第4日曜日に開催されます。

　村内を6チームに分けての対抗戦で

行なわれ、種目もレクリェーション的

要素の多いものがたくさんあり、だれ

でも参加できます。

　夏の一日を村民こぞって楽しくゆか

いに過ごしま、しょう。

★期日　7膚26日（日）

★場所　中里中学校グラウンド

広報かかマ～ 昭和62年6月／0日
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ぽくね、歌が大好き。おどりながら歌え

るんだよ。きまってるでしょ。お兄ちゃん

は今、保育園に行ってていないけど2人で

歌えばもっとカッコイイよ！

　
　
　
畔
ん

顧羅　
　
　
⑳

回
回
回
回

も
餐
覧
δ
賑
ヒ
、
、
p

　
学
校
の
体
育
館
の
横
の
け

や
き
の
木
を
描
き
ま
し
た
。

木
の
葉
の
日
の
あ
た
る
所
と

日
か
げ
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
の
色
ム
ロ
い
が
う
ま
く
出
る

よ
う
に
気
を
つ
け
て
描
き
ま

し
た
。

会長

服部シゲノさん
　　　　（田沢）

泉龍寺梅花講は．今から8年前に結

．成され、現在22名の会員がいます。活

動は、月／回泉龍寺で行っています。

また、昨年の春から「妻有り33番札所

めぐり」をやっています。今年も今月

の18日に津南方面の札所めぐりを行い

ます。

御詠歌は，1ム祖の恩徳をほめたたえ

たもので、仏教の布教に使われていま

す。御詠歌を歌っていますと、何もか

も忘れ、自分自身の修養になります。

御詠歌をすることによって、「心が

穏やかになり嫁姑の仲がよくなった」

「家族も仏様を大切にするようになっ

た」という会員の声も聞かれます。

朝、仏様をお参りしていると孫たち

も小さな手を合せてくれ、とても幸せ

を感じます。

，一鰍・欄一一

　
　
　
　
　
－
獣
蕊
ぷ

心
塗

　
　
　
　
　
蕪
翫

　
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
花
火
を
合
図
に

風
船
が
大
空
に
舞
い
、
第
十
五
回
魚
沼

地
方
植
樹
祭
が
、
六
月
五
日
清
田
山
自

然
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

植
樹
祭
に
は
、
村
内
の
小
中
学
生
を
は

じ
め
、
魚
沼
管
内
の
関
係
者
約
九
百
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
は
、
緑
化
に
貢
献
し
て

い
る
山
林
種
苗
協
会
田
沢
支
部
等
が
表

彰
さ
れ
、
つ
づ
い
て
作
文
コ
ン
タ
ー
ル

の
部
で
特
選
に
な
っ
た
田
沢
小
学
校
六

年
、
池
田
由
佳
さ
ん
が
緑
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
及
び
広
葉
樹
林
の
手
入
れ

は
、
林
道
脇
き
に
会
場
を
移
し
、
小
中

学
生
の
手
で
杉
苗
七
百
五
十
本
が
植
樹

さ
れ
、
一
般
の
人
た
ち
は
、
広
葉
樹
林

の
手
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

願
藷
・
耀
』
鉱
鑑
類
轡
猶
繕
畷

　
「
緑
が
育
つ
人
が
育
つ
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
今
回
の
植
樹
祭
も
、
晴
天

に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
「
緑
の

大
切
さ
」
を
刻
み
込
み
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
緑

を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

捨
て
る
前
に

　
　
拾
う
人
の
身
に
な
っ
て

　
中
里
村
老
人
タ
ラ
ブ
で
は
、
　
「
地
域

に
喜
ば
れ
る
活
動
を
」
と
、
五
月
十
二

日
、
村
内
一
斉
美
化
清
掃
運
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
芋
川
、
倉
俣
集
落
で
組
織
す
る
倉
俣

福
寿
会
で
は
、
朝
九
時
か
ら
十
一
時
ま

で
の
二
時
間
、
会
員
の
半
数
の
四
十
人

が
出
て
、
県
道
や
農
村
道
脇
き
の
ア
キ

缶
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
集
め

　・箔
．．　賦酬㌦騨

　　　　　　磯轡

’藤

「大きく育ってネ」 植える手にやさしさが

緑
の
大
切
さ
を
再
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
魚
沼
地
方
植
樹
祭
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お

　
　
　
　
　
　
　
　
騨
ブ

　　　　　　　　　　　謬曜，灘鮎
　　　　　　　　．　　　　蹴，、嘱纏’

｝ワ　ヨシ子
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

け
　
　
　
　
　
　
活

か
　
　
　
　
　
生

つ
　
　
　
　
　
婚

き
　
　
　
　
　
　
結

｝
｝
｝
甲
｝
M
1
詔
1
詔
1
詔
1
｝　お互いの魅力は……

｝
｝
｝
｝
｝　　エビ、ノ＿ドは＿＿

｝
｝
｝　村への要望は……

暇
　＆　　よト》一トト｝》一トトト》一》一｝トト》一》一ト｝一ト

　一〇青年会活動で一緒に活動していたんで
すよ。自分が自分らしく生きられる人と結婚
したいと思ったとき、彼がそばにいました。

りこの人を幸せにできるのは、オレしかいな
いと，思っていましたね。

…・り物質的な面ではなく精神的なものを大

切に生きたいと思っています。り家ではイン
スタントの食品はほとんど使いません。手を
加えた料理を心がけています。

　　ワ子どもに対しても大人に対しても
その人の人格を尊重してくれます。この点は

尊敬しています。り何に対しても前向きにや
ってくれます。少し強情ぱりな面があります
が、家庭に仕事にとよくやってくれます。

　　ワ冬山に行くといわれ頭にきて、登山
用のシャツをハサミで切って、一晩中かかっ
て縫い合せたこともありました。

　　り農業の進む道をはっきり打ち出して
ほしい。O若い人たちが、自分たちで地域を
変えてくといった力強さがほしいですね。

舞舞一

『拾う人の身になって」と話すお年よりたち

ら
れ
た
ゴ
、
・
、
の
量
は
、
何
と
コ
ヤ
シ
袋

に
五
十
個
に
も
な
り
、
参
加
し
た
お
年

よ
り
た
ち
は
「
困
っ
た
も
ん
だ
の
ー
ρ
」

と
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ア
キ
缶
の
ポ

イ
捨
て
に
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。

　
車
に
乗
っ
て
い
る
と
ア
キ
缶
は
意
外

に
邪
魔
な
物
で
す
が
、
後
で
拾
う
人
の

身
に
な
っ
て
考
え
、
家
に
持
ち
帰
り
ま

し
よ
・
つ
。

ウドを見つけ喜ぶ子どもたち

山
菜
と
り
に
歓
声
わ
く

　
「
ネ
ェ
ー
、
こ
れ
が
ゼ
ン
マ
ィ
」
五

月
十
七
日
清
田
山
自
然
動
運
公
園
に
は

新
座
市
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

一
行
五
十
六
人
が
訪
ず
れ
、
山
菜
と
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
当
村
か
ら
は
、
倉

俣
地
区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
十
四
人
が
合
流
し
山

菜
と
り
の
手
ほ
ど
き
を
し
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
清
田
山
の
お
母
さ
ん
た

ち
の
心
づ
く
し
の
山
菜
料
理
も
並
べ
ら

れ
、
新
座
の
子
ど
も
た
ち
を
山
菜
フ
ァ

ン
に
し
ま
し
た
。

翻
耀
籔

舗
砿
鉛
翻

騨
甑
数
膿

蜘
羅
黙

　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

　
過
去
五
年
間
の
交
通
事
故
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
　
「
エ
ー

あ
の
慎
重
そ
う
な
人
が
」
と
思

え
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
つ
く
づ
く
交
通
事
故
は
他

人
事
で
は
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
交
通
事
故
の
多
く
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
運
転
ミ
ス
か
ら
発

生
し
て
い
ま
す
。
．
み
ん
な
で
注

F
意
し
ま
し
ょ
う
。
「

胸』自嚇礁
、㌔㌔然⑳

　　　野尻湖一松ケ崎
大きなビクチャーウインドウいっばいに

森がひろがり、樹木の間に光る野尻湖。自

然の稜線にとけこむように建てられた清家

清氏設計のホテルは，屋根さえも松ヶ崎の

等高線をこえることなく森の環境により添

うように建っています。森の中の生活は風

や雨、そして嵐の日さえも静かなざわめき

と時をきざもうとしています。

Soft　days　in　the　for’est！

〃

つ
つ
が
虫
に
ご
用
心

　
川
原
や
山
に
行
く
と
き
は
、

長
袖
シ
ャ
ツ
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
つ
つ
が
虫
患
者
第
一
号
が

十
日
町
管
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
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祐
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沢

奈
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島
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学
　
　
（
樋
口
長
吉
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白
羽
毛

か
な
た
く
村
山
伸
ご
田
沢

か
お
り
（
大
島
功
）
倉
俣

＊
ご
結
婚
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桐
生
　
正
司
　
　
宮
　
　
中

　
阿
部
　
栄
子
　
　
十
日
町
市
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鈴
木
　
一
永
　
　
重
　
　
地

　
大
島
真
理
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干
　
　
溝

｛
　
南
雲
　
光
夫
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樋
口
　
和
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湯
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